
ダウンロード版は
すでに販売中。
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CSSサポートとMX 2004ファミリー同士の連携で
作業効率と生産性が大幅にアップ
Macromedia Dreamweaver MX 2004
マクロメディア

1 2 月 5 日発売

新 製 品 を 先 取 り チ ェ ッ ク ！

ブラウザーのプレビューなしで
CSSを直感的に操作
マクロメディアから、ウェブサイト構築ツールの

新バージョン「Macromedia Dreamweaver

MX 2004」が登場した。Dreamweaverは、

Adobe Goliveと並んでプロのウェブサイト制作

者の間で人気が高いが、ページデザインを重

視するデザイナーの利用者が多いGoliveに対

して、DreamweaverはHTMLソースを直接、

手で書き換えるプログラマーの利用者が多い

と言われる。

Dreamweaverの新バージョンMX 2004で特

筆すべきは、デザイン重視のGoliveにも不可

能だったCSS（カスケーディングスタイルシート）

を設定したウェブページのツール内での表示が

可能になったことだ。

CSSとはウェブページの“見栄え”を指定する

ためのもので、これによりウェブページで印刷

物に近いレイアウトが可能になっている。ただ

し、フォントの種類、サイズ、色やマージン、背

景色といったスタイルの設定を、作ったその場

で直接確認できる編集ツールはこれまで1つも

なかった。作成したページファイルをウェブサ

ーバーにアップロードして、ブラウザーで表示

しない限り、その効果を作成者が確認できな

かったのだ。

これでは直感的な作業はできず、作業効率も

上がらない。Dreamweaver MX 2004は、この

問題を唯一解決するツールとなっている点が最

大のウリだと言えるだろう。

もちろん、表示だけでなくCSSの設定や編集

作業自体も格段に行いやすくなっている。作

成中のウェブページ内をクリックすると、「タグ」

項目内の「関連CSS」項目に、ページに設定さ

れているCSSの内容が表示され、ここから設

定内容を変更するとその場で変更がドキュメン

トウィンドウ（編集中のページを表示するメイン

画面）で確認できる。また、「デザイン」項目内

価格：48,000円（商用版・ダウンロード版）、12,000円（エデュケーション版）

にある「CSSスタイル」の項目を見れば、どこに

どんなスタイルが設定されているかをすぐに確

認できる（左上画面参照）。

左上はドキュメントウィンドウ。ウェブページは、タブブラウザーのようにタブで表示
を切り替える。その下がドキュメントウィンドウ内で選択しているもののプロパティ
ーで、右にはサイト内の関連情報をカテゴリー別にまとめたパネルが並んでいる。

選択範囲のCSSの
設定は「タグ」項目内
の「関連CSS」項目に
表示され、属性値を
変更するとその結果
は即座にドキュメント
ウィンドウに反映され
る。また、サイト内に
設定されているCSS
は、すべて「デザイン」
項目内のCSSスタイ
ルに表示される。

ドキュメントウィンドウの表示には、ページデザインを確
認できる「デザイン」ビューと、HTMLコードを表示する
「コード」ビューの2種類があり、どちらか一方あるいは
両方を同時に表示することもできる。

＜ドキュメントウィンドウ＞

＜サイト内の
関連情報＞

＜プロパティー＞
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■ウィンドウズ
OS ウィンドウズ98 SE/2000/XP/ウィンドウズ

サーバー2003日本語版
CPU Pentium III クロック周波数600MHz以上
ハードディスク空き容量 275MB以上
メモリー 128MB以上の空きメモリー

（256MB以上を推奨）

■マッキントッシュ
OS Mac OS X 10.2.6/10.3日本語版
CPU PowerPCG3

クロック周波数500MHz以上
ハードディスク空き容量 275MB以上
メモリー 128MB以上の空きメモリー

（256MB以上を推奨）

Dreamweaverは、ファイルオープン時に指定したブラ
ウザーとの互換性をチェックしてくれる。もちろん、編集
中に手動でチェックすることも可能だ。上はその結果を
表示したところ。

テーブルを作成するには、メニューバーの「テーブル」ボ
タンをクリック。この画面を立ち上げてテーブルサイズ
を決定する。「OK」をクリックするとページにテーブルが
挿入される。行や列の挿入／削除、セルの分割／結合
などのテーブル編集は、直感的な操作で簡単にできる。

ドキュメントウィンドウ内でマウスボタンを右クリックす
ると、マウスカーソルのある場所で利用できるすべての
操作がポップアップメニューに一覧表示される。シンプ
ルだが意外に便利な機能だ。

画像を選択したときに、画面下に現れるプロパティーに
は、画像の属性と同時に画像編集用の6つボタンが表
示される。このうち右の4つは、Dreamweaverに内蔵
されているFireworksのテクノロジーを利用して簡単な
編集を行うためのボタンで、左の2つをクリックすると
Flashが起動する。

ウェブサイト開発の作業効率を上げ
生産性を高めるさまざまな新機能
もちろん進化した部分はCSS対応の部分だけ

ではない。たとえば、ウェブページ内で表などを

作るテーブルも編集しやすくなっている。従来、

テーブル幅はデフォルトではウィンドウいっぱい

に設定され、必要に応じてピクセルまたはパー

セントで絶対幅を指定するのが一般的だった。

これに対して、新バージョンではデフォルトでの

絶対幅をあらかじめ指定できる。しかも、編集し

ているドキュメントウィンドウにテーブルの幅が

ピクセル値で表示されるため操作しやすい。列

や行の挿入、削除、セルの結合、分割といった

操作も実に簡単だ。

ウェブサイトを作る側にとって、ブラウザーの種

類が数多くあって作成したページがそれらのブ

ラウザーで正しく表示されるかどうかを確認する

作業には手間ひまがかかる。新バージョンには、

この作業を軽減してくれる機能も加わった。フ

ァイルオープン時に、HTMLタグやCSSなどの

設定が指定したブラウザーに適合しているかど

うかを自動的にチェックしてくれるのだ。

さらにDreamweaverを使えば、ASP、ASP.NET、

J2EE、JSPやPHPなどに対応したダイナミック

なウェブサイトを構築できる。ほかにも、ファイ

ルやデータへの不正アクセスを防ぐために

Secure FTPに対応したことや、マイクロソフト

のWordやExcelで作ったドキュメントがフォント

やカラーの設定を崩さずにページ上に貼り付け

られるようになった点など、ウェブ構築作業を助

けてくれるさまざまなバージョンアップが施され

ている。

MXファミリーとのシームレスな連携で
作業効率はさらにアップ
今回、発売されるMX 2004ファミリーは、

Dreamweaver MX 2004だけではない。ほか

にもFlashコンテンツ作成ツール「Flash MX

2004」「Flash MX Professional 2004」とウェブグ

ラフィック専用デザインツール「Fireworks MX

2004」などがあり、これらはセットで「Studio MX

2004」としても販売される。これを見てもわかる

ように、Dreamweaver MX 2004はほかのMX

2004ファミリーと連携してこそ本来の力を発揮

する。

たとえば、Dreamweaverのドキュメントウィンド

同様に、Flashムービーを使ったウェブページでは、プ
ロパティーにFlashアイコンが付いた「編集ボタン」が表
示される。これをクリックすると、Flash MX 2004が起
動する。

「Flash MX 2004」もしくは「Flash MX Professional
2004」と「Fireworks MX 2004」「FreeHand MX」、そ
して「Dreamweaver MX 2004」がセットになった
「Studio MX 2004」。Flash MX Professional 2004を含
むものが120,000 円、Flash MX 2004を含むものが
98,000 円となっている。

ウ上で編集したい画像をクリックすると、プロパ

ティーウィンドウが表示される。このときプロパ

ティーウィンドウ内にある「編集」ボタンをクリッ

クすれば、Fireworksが起動して、アプリケーシ

ョンを切り替えなくても、画像を編集できるの

だ。また「最適化」ボタンをクリックすると、自動

的にFireworksを使ってウェブ上の画像をウェブ

公開に適したサイズなどにすぐに変換できるよ

うになっている。インタラクティブかつダイナミ

ックなコンテンツ作りに欠かせないFlashムー

ビ ー 編 集 ツ ー ル 、 Flash MX 2004と

Dreamweaver MX 2004も、もちろん連携動作

が可能だ。Flashムービーのプロパティーウィン

ドウ内にある「編集…」ボタンをクリックすると、

Flashが起動する仕組みだ。

Dreamweaverの大きな強みは、これらMXファ

ミリーの存在だ。しかも、MX 2004ファミリー

は、共通したインターフェイスを採用しているの

で操作に一貫性があり、違和感なく各ツールを

行き来できる。こういった統一された環境の中

で、普通のコンテンツからリッチコンテンツまで

を作成し、ウェブ制作の効率を上げたい人には

欠かせない製品となるだろう。 （藪 暁彦）
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WMA 128kbpsの音質を比較してみた。ちなみ

に、試聴ソースは、スティーリー・ダンのアルバ

ム「Everything Must Go」から「The Last Mall」

を選んだ。双方とも音のつぶ立ちのハッキリと

したヌケの良い音で取り込め、甲乙つけがた

い。強いて言えば、WMAの方が、音の粒子1つ

1つにエッジが立っており、ロック系が耳に馴染

むようだ。AACの方は、高域から低域まで過不

足なく表現されており、ジャンルを問わないオー

ルマイティー型と言える。もし、音にこだわるユ

ーザーならば、このあたりのiTunes4の“得意な

音質”にも注目して導入を検討してみよう。

（山崎潤一郎）

OS ウィンドウズXPまたはウィンドウズ2000
CPU Pentium 500MHz以上のプロセッサー
メモリー 128MB以上の実装メモリー（256MBを推奨）

iPodユーザーなら導入して間違いなし
LAN内の音楽ファイルを共有できる音楽プレイヤー
iTunes 4.1 for Windows
アップルコンピュータ

価格：無料

無料公開中

ジャンルやアーティスト名、現在の曲などが一目でわか
るインターフェイスを持つiTunes4。
jhttp://www.apple.co.jp/itunes/

自分の好きな曲順を作れるプレイリスト機能が充実。い
ままで一度も再生したことのない曲などを集めて再生
できる。

インターネットラジオ機能はジャンルやビットレートが並
んだシンプルなインターフェイスで操作できるが、ここか
らCD購入サイトに移動する機能は付いていない。

MusicMatchではできなかった
iPod内のアーティスト検索も可能に
マッキントッシュの音楽プレイヤーソフトとして

人気の iTunesが、初めてウィンドウズにも対

応し、「 iTunes 4.1 for Windows」（以下、

iTunes4）として、アップルコンピュータのサイ

トからダウンロードが可能となった。 いきな

り結論から言おう。ウィンドウズ環境でiPodを

使っているのであれば、間違いなく導入すべき

だ。これまで、ウィンドウズでiPodを利用する

には、パソコン側で音楽ファイルを扱うソフト

に「MusicMatch」が必要だった。MusicMatch

では、iPodの中にある曲をMusicMatch 側で

見た場合、曲名が一覧されるだけ。iPod内の

アーティスト別検索などができないという難点

があった。iPodを十二分に活用するなら、

iTunes4は最適のプレイヤーと言えるだろう。

さらに、iTunes4で特筆すべきは「スマートプレイ

リスト」と呼ばれる一種の検索機能を使うことで、

目的に合致した楽曲ばかりを一瞬にして集める

ことができる機能だ。たとえば、1976～1979年

にリリースされたCDの１曲目ばかりを集める、と

いったユニークなプレイリストの作成も一瞬にし

て可能だ。そのほか、iTunes4には、ネットワー

ク越しにLAN内のほかのマシンにあるiTunes4

の楽曲をストリーミングで聴く音楽共有の機能が

備わっている。難しい設定など不要で、同一

LAN内でiTunes4を起動したマシンがあれば、

iTunes4の操作画面に相手の名前が自動で現

れる（公開許可設定をしている場合）。家庭内な

どで音楽を共有したいような人であれば、iPodを

持っていなくても導入する価値はあるだろう。

ほかの音楽プレイヤーと比較して一長一短があ

るのは、インターネットラジオの再生機能だ。ジ

ャンル、ビットレート、コメントが一目で確認でき、

好みの局を簡単に見つけられるほか、無駄な情

報が表示されずシンプルで使いやすいのは評価

すべき点。その反面、ラジオ局のホームページ

やCDのオンラインショップへのリンク機能は設

けられていないので、曲を聴くだけでなく関連情

報やCDがほしいという人は、使い勝手が悪く

感じられるかもしれない。

幅広いジャンルに力を発揮する
iTunes4デフォルトのフォーマットAAC
iTunes4は、MP3、WAV、AACの各フォーマッ

トに対応している。デフォルトは、AACの

128kbpsに設定されており、ファイルのサイズは

おおむね1分＝1MB、CD1枚分のリッピングに

約11分の時間がかかる。MusicMatchなどほか

の音楽プレイヤーで取り込み済みのMP3ファ

イルは、iTunes4を最初に起動したときに自動

で検索・読み込みを行ってくれるので乗り換え

は簡単だ。ただ、WMAフォーマットには対応し

ていないので、ウィンドウズメディアプレイヤー

で音楽ライブラリーを作っている人は、すべて

MP3に変換する必要がある。

AACとWMAでは音質にどのような違いがある

のか、iTunes4 で再生するAAC 128kbpsと、

ウィンドウズメディアプレイヤーで再生する

ソフト名 フォーマット 転送レート 時間
iTunes for Windows日本語版 AAC 128kbps 11分22秒
ウィンドウズメディアプレイヤー9 WMA 128kbps 6分40秒
ウィンドウズメディアプレイヤー9 WMA 64kbps 5分58秒
Open MG Juke Box ATRAC3 134kbps 4分24秒
iTunes4は、デフォルトのAACでエンコードを行う。AACはほかのフォーマットに比べてリッピングにかかる時間が長
くなるのが難点。
＊約70分のCD全曲を音声データ最大読込10倍速ドライブ搭載のCeleron1.3GHzのパソコンで計測
＊参考＝マック版iTunes（AAC128Kbps）で同じCDをリッピングした場合5分30秒。マシンは1GHzデュアル

■リッピングに要する時間

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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サイズ 幅80ｘ奥行き75ｘ高さ10（ミリ）
対応電波 IEEE 802.11b IEEE 802.11g
保証 1年保証

タリングする機能がある。実際に使用したとこ

ろ、電子レンジやBluetooth機器に隣接した状

態で使用すると、さすがに隣接した機器の電波

を拾ってしまう。しかし、WiFi Finderとほぼ同

時期に海外で販売を開始した別製品（日本未発

売）とで電子レンジへの反応を比較してみたとこ

ろ、他社製品が5メートル程度離れたところから

でも最大～中程度の強度で電子レンジの電波

を拾うのに対し、WiFi Finderは3メートル程度

離れれば拾わなかった。この程度の距離なら飲

食店など実際の利用環境で電子レンジと無線

LANの電波を混同してしまうことは少ない。フィ

ルタリング機能についてはある程度信頼しても

いいと言えるだろう。

WiFi Finderを使ったらWarDriving（セキュリティ

ーで保護されていない無線LANアクセスポイン

トを探し回る行為）ができると思う人もいるだろ

うが、この製品は電波が出ているかどうかを調

べるだけの機能しかなく、WEPキーの有無、

MACアドレスフィルタリングの有無、ESSIDな

どは当然ながら表示できない。また、同じ場所

で複数の電波が出ていてもそれを見分けること

ができないので、WarDriving向きとは言えない。

ただし、無線LANスポット、特に最近徐々に増

えてきている屋外や商店街のアーケードなどあ

る程度広い範囲で無線LANが使えるスポット

で、無線の電波強度が強い最適な使用場所を

特定するといった用途では十分威力を発揮でき

るだろう。

最後に、マニュアルが日本語表記になっていな

いのが残念な点であるが、前述のとおりボタン

を押すだけで利用できる非常に簡単な製品な

ので実際の場面で困ることない。ただ、たとえ

ば故障時の対応や修理方法などが英語ではわ

かりにくく、戸惑うユーザーは多くなるのではな

いだろうか。 （五後ケースケ）
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パソコンを起動しなくても
簡単操作で電波強度測定
ケンジントンテクノロジーが米国で販売してい

る無線LANの電波強度を測定するためのデバ

イスであるWiFi Finderが日本でもシャープの

ブランドで発売されることになった。

このデバイスは、無線LANスポットなどで電波

の入りが良い場所を確保したいときなど、いち

いちパソコンを立ち上げて電波の強度を調べ

なくても、電波状況を調べられるという便利なも

の。大きさは名刺とほぼ同じサイズで厚さも10

ミリなので胸ポケットなどに入れて持ち歩いて

もまったく気にならない大きさだ。また、無線

LANをよく使うユーザーは、キーホルダー代わ

りにして常時アクセスポイントを探すといった使

い方もできるだろう。

対応している無線LANは2.4GHz帯域を使用す

るIEEE 802.11bおよびIEEE 802.11gで、カ

タログ上の感度は約60メートル離れたところま

で電波を拾えることになっている。利用方法は

いたって簡単だ。真ん中のボタンを1回押すだ

けで、2秒に1回の間隔で周辺の無線の電波の

強度はどのくらいかを測定する。ちなみに、ボタ

ンを押した後、2分経過すると自動的に電源が

オフになるので、ボタンを押す以外の操作はま

ったく必要ない。電波強度を示す値は、3つの

LEDによって3段階に表示されるだけのシンプ

ルなもの。電波が「弱」のときはLED が1つだ

け緑に点灯し、「強」のときに3つすべて点灯す

る。ちなみに電波をキャッチできないときは1つ

目のLEDが2秒に1回赤く点滅する。

WarDriving には使えないが
広い範囲の無線LANスポットで威力を発揮
WiFi Finderの売り文句の1つに、電子レンジ

やBluetoothなど無線LAN以外の電波をフィル

無線LANの電波強度を手軽に測定できる
胸ポケット収容サイズの無線チェッカー
WiFi Finder 33063
シャープ

価格：3,480円

発売中

コンパクトサイズのWiFi Finder 33063。現在、シャー
プの周辺機器などを扱うオンラインショップ「kutikomi」
にて販売されている。
jhttp://www.kutikomi.ne.jp/ 

胸ポケットにも入るサイズ

電波の強度は3段階で表される。写真は2つなので、中
くらいの電波強度といった具合で判定する。

電波が検出できないときは赤いランプが点滅。

電子レンジの横で測定すると、さすがに電波を検出し
てしまった。
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1,980円ながら、豊富な
機能を有した「ウイルスセキュリティ2004」

の動作を決めておくことで、ウイルス検知時にユ

ーザーが確認ダイアログにいちいち応答するこ

となくウイルス駆除を自動で完了できるものだ。

ウイルス検知時の動作は「自動で駆除して、駆

除できないものは隔離する」「自動で駆除して、

駆除できないものはそのままにしておく」「駆除

も隔離もせずにユーザーに報告だけ行う」の3

種類から選択する平易なもの。ちなみに、自動

駆除できなかったものは後でまとめて手動で駆

除する。

ウイルス検知時に開く、専門用語ばかりの確認

ダイアログにどう応答したらいいのかわからず、

ウイルスを駆除できなかった経験を持つ初心者

ユーザーは多いだろうが、このソフトでは「駆除

しましたのでご安心ください」などのダイアログ

が出るだけで、ユーザー自身がウイルス侵入時

にアクションを起こす必要はない。

ちなみに、本製品が低価格を実現できたのは、

インドでセキュリティー製品を長らく手がけてき

たK7 Computingが開発元で、調達原価を安

くできたことが大きく影響していると思われる。

「価格が安いとセキュリティーレベルが不安」と

思う人もいるかもしれないが、上記の機能を備

えているので一般の人が導入する分には他社

製品と比べても問題のないセキュリティーソフト

だと言ってもよいだろう。 （井上繁樹）

必要最低限の機能は備わっている
難しい設定は必要なし
ウイルスセキュリティ2004は、ウイルス対策と不

正侵入対策（ファイアーウォール）機能をまとめ

たコンピュータセキュリティー製品だ。他社製品

でも導入されている機能の多くを、わかりやすい

インターフェイスで提供していながらも、2,000

円を切る圧倒的な低価格を実現している点が

大きな魅力となっている。

ウイルス対策機能では、侵入を試みるウイルス

のリアルタイム検知や、受信する電子メールの

ウイルス検査が可能だ。また、ネットワークで接

続されたほかのパソコンのものも含め、指定し

たファイルやフォルダーのウイルス検査ができ

る。ウイルス検査を月、週、日単位でスケジュー

リングできる点も含めて必要最低限の機能を満

たしているといえるだろう。

ファイアーウォール機能では、不審なアクセスを

自動的に遮断する基本機能に加え、インターネ

ット接続を使うアプリケーションを自動で検知し

て、そのアプリケーションが使うポートでの通信

を許可してくれる機能も搭載している。アプリ

ケーションごとにポートの開け閉めをするという

パソコン初心者には難しかった設定を、この機

能によって簡略化してくれているのだ。もちろん、

コンピュータセキュリティー製品の“カナメ”であ

る更新機能も搭載されており、ウイルス定義フ

ァイルや本製品自体の自動更新が可能だ。

そのほか、あらかじめ登録した個人名などを基に

個人情報が外部へ送信されるのを監視する機

能や、Cookieが保存されるのを監視する情報漏

洩対策機能など、ほかのセキュリティーソフトに

引けをとらないラインナップとなっている。

ダイアログに答える必要ナシ
初心者でもとまどわない
本製品の目玉と言えるのが自動ウイルス駆除機

能だ。この機能は、あらかじめウイルス検知時

低価格、初心者向けセキュリティーソフトは
価格の割に機能満載！
ウイルスセキュリティ2004
ソースネクスト

OS ウィンドウズ98（SE）/Me/2000/XP
CPU Pentium 100MHz以上
メモリー 64MB以上（128MB以上推奨）
ハードディスク空き容量 20MB以上
WWWブラウザ Internet Explorer 5.0以降
備考 超速ADSL（ウィンドウズ98/98SE/Me）、

引っ越しおまかせパック、凄速シリーズと
の併用不可。RAID非対応。

セキュリティー機能のオン・オフは設定画面から手軽に
変更できる。新しいウイルス情報なども、この画面から
リンクをたどることで確認できる。

ウイルス検知時の動作は、設定画面で変更できる。た
だ単に駆除するだけでなく、発見した場合は隔離して保
存しておき、後で削除するかどうかを決めることもできる。

Cookieを含め個人情報の送信について管理できるほ
か、広告除去、閲覧時間の制限などをユーザー単位に
設定できる。

発売中

価格：1,980円
＊画面は開発中のもの
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まいと～くFAX 7 動作環境
OS ウィンドウズ XP/2000/Me/98
CPU カラー Pentium II 233MHz以上

（推奨Pentium III 500MHz以上）
モノクロ Pentium 200MHz以上

（推奨Pentium II 300MHz以上）
メモリー カラー 64MB以上（推奨128MB以上）

ウィンドウズ XPは128MB以上
モノクロ ウィンドウズ XP 128MB以上

ウィンドウズ 2000 64MB以上
ウィンドウズMe/98 32MB以上

ハードディスク フルインストール時　約150MB以上

れるだろう。

Proから着信通知、モデム共有機能など職場で

利用する場合に役立つ機能が省かれたバージ

ョンがHomeだ。モバイル環境で、パソコンか

らFAXへの文書送信に使うだけならHomeでも

十分だろう。

複数のユーザーで使うなら
LAN経由でFAXモデムを共有できる
紙が情報を扱うメディアとして優れていることは

否定できない事実だが、紙数が増えるに従って

管理が面倒になってくる。簡単に言ってしまえ

ば、「受信したFAXを溜め込んでしまうと目的の

FAXがなかなか見付からなくなる」ということだ。

その点、「まいと～く FAX 7」なら、受信した

FAXが山のように溜まることもなく保存できるの

で、過去に受信したFAXを日時や発信者から検

索して見つけ出して、再プリントといったことが

簡単になる。また、受信したFAXデータにビュ

ーア上でスタンプを押印（ハンコ機能）したり、

文字を書き足すこともでき、記入して返信する

必要のあるFAXも、パソコン上ですべて処理が

可能だ。

職場の全員でパソコンFAXを利用したい場合

は「SOHO機能」を利用しよう。FAXモデムが

接続されたパソコンを1台用意し、「まいと～く

FAX」をそのパソコンに「サーバー設定」でイン

ストールする。ほかのパソコンでは「まいと～

くFAX」をクライアント設定でインストールすれ

ば、LAN経由でFAXモデムが共有できる。た

だし、「SOHO機能」を利用するには、クライア

ントもサーバーもすべてProを使う必要があり、

Homeをクライアントとして利用することはでき

ない。

このほかにも、IP電話や携帯電話などの回線

にも対応するなどパソコンFAXを真剣に考え

ている方には、おすすめのソフトだ。

（中西敏夫）
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受信したFAXをPDFファイルに
変換してメールに添付
インターコムは1982年の創業から企業向けに

端末エミュレーターを一般向けにはパソコン通

信ソフトをと、一貫して通信系のソフトを開発し

てきた老舗の通信ソフト開発メーカーだ。読者

の中にも、初めて使ったパソコン通信ソフトが

「まいと～く」だったという方も多いことだと思

う。現在はパソコン通信ソフトの開発は終了し

「まいと～く」の名称は「まいと～くFAX」として

ウィンドウズ用のFAX通信ソフトに引き継がれ

ている。

パソコンがFAXモデムを装備していれば、ウィ

ンドウズに標準装備されているFAX機能を使っ

てFAXの送受信は行える。ところが、その操作

性や機能は必要最低限といったレベルで、プリ

ントアウトなしにダイレクト送信できるメリットを

含めても、積極的に利用したくなる機能ではな

い。その点、「まいと～く FAX 7」はパソコンで

FAXの送受信を行うことを考えて制作されたソ

フトらしく、大量のサンプルから自由に選択でき

るFAXの送付状など、機能や操作性に不足は

ない。

特に「まいと～く FAX 7 Pro」には、会社など

のFAXで文書を受信すると指定されたメールア

ドレスにFAX受信をeメールで知らせる機能が

あり、eメールの宛先を携帯電話にすればFAX

受信をどこにいても知ることができる。さらに、

このジャンルのソフトで初めて、受信したFAXを

PDF形式に変換してメールに添付する機能が備

わった（ほかにTIF形式、JPEG形式、MSF形式

が選択可能）。プラットフォームを選ばないPDF

形式なら出先でパソコンを借用してもブラウズ

に困ることがないので会社に届いたFAXをすぐ

に見ることができる。ほかに、PDFのテキストを

自動認識するOCR機能「ペーパーキャプチャー」

が使えるので、FAXをその場でテキストデータ

に変換して編集加工できるなどのメリットも生ま

業界初のPDFエクスポート機能を搭載
FAXの管理が大幅に効率化
まいと～く FAX 7 Pro/Home
インターコム

標準価格：Pro 7,500円／Home 4,800円

発売中

パ ソコン
FAXに必要
な機能をす
べて備えた
赤い箱の
Pro版。ほ
かにビジネ
ス用途の機
能などを削
った低価格
版のHome
がある。

ほとんどの操作がマウスでだけで行える「バーチャルデ
スクトップ」。これを使ってFAXの送受信が行える。

受信したFAXの情報など各種ログ情報を見るには、こ
の「FAXエクスプローラ」を立ち上げる。ここからFAX
の検索などが可能だ。

受信したFAXにスタンプ機能で押印してコメントを書き
ペーパーレスで、そのまま返信することも可能。
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